
《参考資料》 

 

１．調査等業務の契約実績 

平成２１年度からの調査等業務の入札・契約方式は「総合評価落札方式」を標準とし、技

術的に難度の高い業務を「プロポーザル方式」、規模の小さい業務・単純業務を「価格競争方

式」としたことから、契約件数の約７割に「総合評価落札方式」を採用しており、競争契約(価格

競争+総合評価)のみの平均落札率は約９％上昇しています。（表－３） 

 

〈表－３〉  契約実績の比較 

Ｈ２１年度  Ｈ２０年度（参考） 

年  度  価格  

競争  

総合  

評価  
小計  

ﾌﾟﾛﾎﾟｰ

ｻﾞﾙ 
全体  

価格  

競争  

総合  

評価  
小計  

ﾌﾟﾛﾎﾟｰ

ｻﾞﾙ 
全体

57 161 218 10 228 79 1 80 138 218 
契約件数  

25.0% 70.6% 95.6% 4.4% 100% 36.2% 0.5% 36.7% 63.3% 100%

343 3,264 3,607 172 3,779 585 30 615 3,974 4,589契約金額  

(百万円 ) 9.1% 86.4% 95.5% 4.5% 100% 12.8% 0.6% 13.4% 86.6% 100%

平均落札率  70.1% 74.7% 73.5% 99.1% 74.6% 64.3% 70.6% 64.4% 97.6% 85.4%

 

 

２．現行「総合評価落札方式」の分析結果と課題 

 

①落札率の分布 

総合評価落札方式（簡易型:139 件、標準型：２３件）における落札者の約６～７割が価格点

の満点（落札率７０％）±５％の範囲に分布しており、本方式の導入により落札率６５％未満の

著しい低価格入札者を実質的に排除する結果となっています。（図－１） 

 

5.8%
1.4%

4.3% 3.6%

17.3%

47.5%

19.4%

0.0% 0.0% 0.7%0.0% 0.0%
4.3%

0.0%

34.8%

47.8%

13.0%

0.0% 0.0% 0.0%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

100未満～95%以上 95未満～90%以上 90未満～85%以上 85未満～80%以上 80未満～75%以上 75未満～70%以上 70未満～65%以上 65未満～60%以上 60未満～55%以上 55未満～50%以上

落札率

落
札
者
の
比

簡易型

標準型

 
〈図－１〉  落札率の分布 

  

 

②落札者の得点状況 

これまでの落札結果から、１社入札を除く落札者（簡易型：１２７社、標準型：２３社）の価格

点と技術点の順位の関係は以下の傾向となっています。（図－２、図－３） 

 

１）簡易型は、技術点１位が落札した割合は５０％、価格点１位が落札した割合は４４％であ

り、「技術」と「価格」がほぼ同等に評価された結果となっています。 

 

２）標準型は、技術点１位が落札した割合は７０％、価格点１位が落札した割合は４７％であ

り、「技術力」による競争がやや優位な結果となっています。 

 

 



 

技術点
 １位

技術点
 ２位

技術点
 ３位以

下

価格点２位以下

価格点１位

19%

12% 13%

31%

13%
12%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

落札状況（簡易型-全業務）

 
 

〈図－２〉 簡易型の落札割合  
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〈図－３〉 標準型の落札割合 

 

 

 

 



 ③技術点順位と成績評定点の関係 

   平成２１年度に完了した業務（簡易型２６件）の技術点順位と成績評定点の関係は図－４の

とおりであり、技術点順位が低くなるほど成績評定点も低下しており、技術点３位以下が落札

した業務では約８割が平均成績評定点（７８点）未満となっています。 
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〈図－４〉 技術点順位と成績評定点の関係 

 

④現行「総合評価落札方式」の課題 

 

１）技術点順位と成績評定点の関係からは、技術点順位が低くなるほど成績評定点が低下

する傾向となっていることから、成果品の品質向上を図るためには技術点順位の高い会

社をより優位に評価する必要があります。 

 

２）落札者の技術点順位毎の平均技術点と平均価格点（表－４）を見ると、簡易型では平均

価格点の点数差は僅少であり、標準型では技術点１位の平均価格点が最も高くなってお

り、技術点順位に関係なく、価格点満点（入札率７０％）直近への価格集中傾向となって

います。 

〈表－４〉 落札者の技術点順位毎の平均技術点と平均価格点 

技術点順位 １位  ２位  ３位以下 合計 

件数（比率） ６３(50%) ３２(25%) ３２(25%) １２７(100%) 

平均技術点 ４２ ４０ ３７ ４０ 
簡
易
型 平均価格点 ９４ ９５ ９６ ９５ 

会社数（比率） １６(70%) ４(17%) ３(13%) ２３(100%) 

平均技術点 ７９ ７６ ７２ ７７ 
標
準
型 平均価格点 ９７ ９２ ９３ ９６ 

 

 

 

 

 

 

 

 


